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高齢者無料職業相談
高齢者に向く仕事の求人・求職
についてのご相談がありましたら
お申出ください。社会福祉協議会
の専門相談員がおうけします。
相談日は、毎月第4火曜日( 12
月は第3火曜日) 午前10時～午後
3 時、区役所1 階区民相談室です。

昭
和
五
十

四
年

二
月

完
成
め
ざ
し

総
合
体
育
館
工
事
は
じ
ま
る

皆
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
施
設

区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
か
ね
て
計
画
さ
れ
て
い
た
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(
仮

称
)
の
殤
設
が
七
月
十
(
日
始
ま
り
ま
し
た
。こ
の
た
ぴ
着
工
し
た
の
は
、こ
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
中
心
施
設
と

な
る
総
合
体
育
館
で
、完
成
は
昭
和
五
十
四
年
二
月
の
予
定
で
す
。こ
れ
が
完
成
し
た
後
、引
続
き
三
〇
〇
㍍
の
陸
上

競
技
場
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
六
面
、五
十
㍍
と
幼
児
用
の
屋
外
プ
ー
ル
、
い
ま
流
行
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア
ス
レ
チ
y
ク
(
体

力
づ
く
り
公
園
)

、
児
童
球
技
場
、
そ
の
他
自
由
広
場
な
ど
が
建
股
さ
れ
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す

。

み
ど
り
の

運
動
公
園
に

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ

る
の・
は
、
保
木
問
町
の
都
立
溯
江
高

校
の
東
側
、地
元
の
溯
江
・
花
畑
東
部

両
土
地
区
画
整
理
組
合
の
土
地
提
供

に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
る
約
五
万
三
千

平
方
㍍
の
都
市
公
園
予
定
地
で
す
。

体
育
施
設
と
公
園
施
股
が
一
体
と
な

り
、
緑
の
中
の
一
大
総
合
運
動
公
園

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

体
育
館
の

あ
ら
ま
し

総
合
体
育
館
(
左
図
)
は
鉄
骨
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
、
地
上
五

階
地
下
一
階
建
て
で
、
延
べ
面
積
約

九
千
平
方
㍍
、
バ
ス
ケ
'
卜
な
ら
二

面
が
ら
く
に
と
れ
る
大
体
育
室
、
卓

球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
に
使
え
る

小
体
育
室
、
そ
れ
に
広
々
と
し
た
剣

道
場
、
柔
道
堝
、
洋
弓
兼
用
の
弓
道

場
。エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル
場
。
そ
れ
に
ア

ス
レ
チ
y
ク
ル
ー
ム
(
体
力
づ
く
り

室
)

、
ス
ポ
ー
ツ
体
力
相
談
室
、
幼

児
体
育
室
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ウ
ナ
室
、

軽
食
室
、
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
が
備
え
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
特
色
が

あ
り
ま
す

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
特
色
の
一

つ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
「
健

康
セ
ン
タ
ー
」
妥

流
セ
ン
タ
ー

」

「
情
報
研
修
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
た

多
目
的
な
機
能
を
あ
わ
せ
持
た
せ
た

こ
と
で
す
。

と
り
わ
け
、特
徴
の
あ
る
の
は
、ス

ポ
ー
ツ
の
に
が
手
な
人
た
ち
に
も
、

十
分
利
用
価
値
が
あ
る
よ
う
に
「
健

康
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
機
能
を
重

視
し
た
こ
と
で
す
。

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
。

r
リ
ム
"
(
心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス

回
復
の
た
め
の
s
民
総
健
康
運
動
)

と
い
う
こ
と
ぱ
を
見
聞
き
し
ま
す

が
、
今
日
ほ
ど
、
還
動
不
足
の
た
め

に
体
力
が
低
下
し
、
心
身
の
健
康
か

そ
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
区
民
の
健
康
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り
の
堝
と
し
c
、
楽
し
み

な
が
ら
手
軽
な
ト
レー
ニ
ン
グ
の
で

き
る
ア
ス
レ
チ
'
ク
ル
ー
ム
、
汗
を

か
く
こ
と
に
よ
っ
て
新
陳
代
謝
を
促

進
す
る
ス
ポー
ツ
サ
ウ
ナ
室
、
利
用

者
の
託
児
を
兼
ね
た
幼
児
体
育
室
、

ひ
な
た
ば
っ
こ
の
で
き
る
サ
ン
デ
'

キ
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他

屋
外
施
設
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ア

ス
レ
チ
・
ク
、
多
目
的
な
運
動
に
利

用
で
き
る
自
由
運
動
広
場
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
も
股
け
る
予
定
で

す
。一

方
、
区
民
の
交
流
・
い
こ
い
の

場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
談
話
コ
ー
ナ
ー

、軽
食
堂
、会
議

室
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
室
の
ほ
か
、

屋
外
施
股
と
し
て
自
由
ひ
ろ
ぱ
、
い

こ
い
の
ひ
ろ
ぱ
な
ど
を
設
け
ま
す
。

だ
れ
も
が

利
用
で
き
ま
す

第
二
の
特
色
は
、
佃
人
あ
る
い
は

家
族
ぐ
る
み
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
施
設
と
す
る
た
め
、
卓
球
、
弓
道

な
ど
の
佃
人
開
放
を
は
じ
め
、
各
種

プ
ロ
グ
ラ
ム
行
事
を
用
意
し
ま
す
。

第
三
の
特
色
は
、
ス
ポ
ー
ツ
体
力

相
談
室
を
股
け
、
区
民
の
体
力
診
断

や
体
力
づ
く
り
処
方

、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
相
談
に
応
じ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

第
四
の
特
色
は
、
身
障
者
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
鏤
物

の
内
部
、
外
郎
を
問
わ
ず
必
要
な
佃

所
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
た
ほ
か
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
専
用
更
衣
室
、
専
用

便
所
な
ど
を
設
け
ま
す
。

第
五
に
、
爍
物
の
構
造
上
の
特
色

と
し
て
、
各
競
技
室
と
も
、
中
の
競

技
を
廊
下
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
か
ら
容

易
に
見
学
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
般
け

た
ほ
か
、
大
体
育
室
の
天
井
を

】
部

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
自
然
光
を
探
り

入
れ
る
と
と
も
に
、
各
室
と
も
自
然

通
風
に
十
分
配
慮
し
ま
し
た
。

日
下
、
地
元
関
係
者
の
ご
協
力
を

得
な
か
ら
、
一
口
も
早
い
完
成
を
め

ざ
し
て
、
工
事
は
着
々
と
す
す
ん
で

い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

体
育
館
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

。

総 合 体 育 館 完 成 模 型

よりよい足立のために

基本構想審議会が
発足しました

足
立
区
の
望
ま
し
い
将
来
像
を

描
き
、
今
後
の
足
立
区
の
方
向
を

決
め
る
も
の
と
し
て

、『
基
本
構
想

審
議
会
』
か
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
七
月
二
十
五
日
に
委
員

か
決
ま
り
、(
月
―百

、
区
畏
か

ら
諮
問
が
あ
り
。
ひ
き
つ
づ
い
て

第
一
回
の
審
議
会
の
開
会
と
な
り

ま
し
气

審
議
会
の
委
員
は
ご
了

五
名
で
す
が
、
助
役
一
名
が
欠
員

で
し
た
の
で
、
三
十
四
名
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

第
一
回
審
議
会
で
は
、
会
長
の
'

選
出
や
こ
れ
か
ら
の
審
議
会
の
運

営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
審
議
か
行

な
わ
れ
、
会
長
に
は
安
達
正
興
さ

ん
、
会
畏
代
理
に
岡
安
孝
明
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本

構
想
の
実
質
審
曦
は
秋
か
ら
に
な

り
ま
す
が
、
審
議
を
効
果
的
に
す

す
め
る
た
め
、
専
門
都
会
制
を
と

る
こ
と
か
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
「
街
づ
く
り
と
4
木

構
想
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
東
京

大
学
助
教
授
の
伊
藤
滋
先
生
の
講

演
か
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

伊
藤
先
生
は
、
今
回
の
足
立
区
基

本
構
想
の
基
礎
調
査
を
担
当
さ
れ

る
予
定
で
す
。

審
議
会
の
委
員
は
、次
の
と
お

り
で
す
(
五
十
音
順
・
敬
称
略
)

<
区
議
会
議
員
>

浅
田
良
作
・
安
達
正
興
・
伊
原

光
一
・
岡
安
孝
明
・
小
久
保
雅

捷
・
榊
原
茂
・
清
水
大
蔵
・
白

村
益
冶
郎
・
杉
山
秀
雄
・
中
川

外
行
・
平
沢
太
郎
・
藤
波
正
寿

・
霞
辺
康
偬

<区
内
関
係
団
体
等
の
構
成
員
>

青
木
房
吉
(
足
立
区
町
会
連
合

会
々
畏
)
・
飯
沼
文
子
(
足
立

区
消
費
者
友
の
会
々
畏
)
・
大

室
武
一
(
足
立
区
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
理
事
長
)
・
垣
内

忠
司
(
東
京
電
力
千
住
支
社
畏
)

・
倉
持
友
(
(

足
立
区
労
働
組

合
協
餓
会
議
畏
)
・
佐
野
寛
<
足

立
区
土
地
区
両
整
理
運
合
協
哄

会
々
畏
)
・
高
橋
和
秋
(
足
立

区
医
師
会
々
長
)
・
高
橋
正
実
(

足
立
区
総
合
再
開
発
協
議
会

副
会
長
)
・
柳
沢
正
(
千
住
交

通
安
全
協
会
々
長
)
・
鶴
飼
三

郎
(
足
立
区
農
業
協
同
組
合
組

合
畏
)
・
永
田
平
吉
(
足
立
区

中
学
校
P
T
A

連
合
会
々
長
)

・
羽
住
膺
久
(
足
立
区
民
生
児

童
委
員
協
議
会
代
表
総
務
)
・

羽
住
き
み
子
(
足
立
区
連
合
啼

人
協
会
々
長
)
・
喇
山
一
美
(
足

立
区
工
業
会
連
合
会
々
長
)
・

毛
利
昭
郎
(
東
京
瓦
斯
葛
飾
営

業
所
畏
)

<
学
識
者
>

加
藤
芳
太
郎
(
前
都
立
大
学
教

授
)
・
小
島
重
次
(
筑
波
大
学

教
授
)
・
小
林
隅
太
郎
(

東
京

工
業
大
学
教
授
)
・
小
山
路
男

(
上
智
大
学
教
授
)
・
服
部
鮭

二
郎
(
立
正
大
学
教
授
)

<
区
に
動
務
す
る
職
員
>

益
子
正
夫
(
足
立
区
助
役
)

寺
嶋
良
平
<
足
立
区
助
役
-
(

月
十
一
日
任
命
)

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
企
画
課

へ
ど
う
ぞ
。

人

事

短
信

▽
(
月
十
一
目
付

助
役
　
寺
嶋
良
平
(
前
収
入

役
)

収
入
役
　
会
沢
福
寿
(
前
区

総
務
部
長
)

▽
(
月
十
日
付

教
育
長
　
椎
名
彦
安
(
再
任
)

ご参加ください

区民大運動会

十
月
十
日
(
体
育
の
日
)
に
区

民
大
運
懃
J
(

写
真
)
を
行
な
い

ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
家
族
ぐ

る
み
で
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
、
た

く
さ
ん
の
種
目
を
用

意
し
、
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
十
日

(
月
)
午
前
九
時
～

午
後
三
時
三
十

分
(
雨
天
の
と
き

は
十
六
日
)

場
所
　
区
営
千
住
新

橋
グ
ラ
ン
ド

申
込
方
法
　
事
前
申
込
み
(
五
十

メ
ー
ト
ル
・
百
メ
ー
ト
ル
・
千

五
百
メ
ー
ト
ル
斌
走
)
に
つ
い

て
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
(
体

育
課
に

あ
り
ま

す
)
に
記
入
し
(

月
三
十
一
日
(
水
)

ま
で
に
各
出
張
所

ま
た
は
教
育
委
貝

会
体
育
課
へ

。
そ

の
他
の
種
目
に
つ

い
て
は
当
日
会
場

で
受
付
け
ま
す
。

※
来
場
者
の
先
着
一

万
名
に
記
念
品
を
差

し
あ
げ
ま
す
。
な
お
、
駐
事
場
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
ご
来

場
は
ご
還
慮
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
委
員
会
体

育
課

□
区
民
相
談
(
区
役
所
一
階
区
民
相
談
室
)

一
般
家
事
相
談
(
家
庭
生
活
の
悩
み
ご
と
な
ど
)
・・・
土
・
日
曜
・
祝
日

を
除
く
毎
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

結
婚
相
談
(
配
偶
者
を
お
さ
が
し
の
方
)
・
・
・
木
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

毎
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時
(
土
曜
日
は
午
前
中
)

法
律
相
談
(
土
地
・
相
続
・
離
婚
な
ど
)
・
・
・
毎
週
木
曜
日
午
後
一
時
～

四
時
▽
毎
月
第
三
水
曜
日
午
後
一
時
?
四
時
第
二
庁
舎

※
関
係
一

類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

税
務
相
談
(
税
金
の
問
題
に
つ
い
て
)
・
・
・
毎
週
金
一
日
午
後
一
時
?

四
時

行
政
相
談
(
役
所
の
仕
事
で
困
っ
た
こ
と
や
苦
情
な
ど
)
・
・
・
毎
月
第
二

金
曜
日
午
後
】時
～
四
時

更
正
保
護
相
談
(
更
正
保
護
や
拑
4
)
・
・
・
毎
週
第
三
遍
を
除
く
金
曜
日

午
前
十
時
?
午
後
四
時

人
権
身
の
上
相
談
(
人
権
侵
害
や
身
の
上
の
こ
と
)
・
・
・
毎
月
第
三
金
曜

日
午
後
一
時
～
四
時

高
齢
者
職
業
相
談
…
毎
月
第
四
火
皿
日
午
前
十
時
?
午
後
三
時

交
通
事
故
相
談
…
毎
週
月
～
金
曜
日
午
前
九
時
?
午
後
四
時
(
祝
日

は
除
く
)

□
福
祉
事
務
所
の
相
談

ろ
う
あ
者
相
談
(
手
話
奉
仕
員
か
相
談
を
受
け
ま
す
)
・・・
毎
月
第
一
木

曜
日
-
足
立
福
祉

第
二
木
曜
日
-

中
部
福
祉

第
三
木
曜
日
―
東

部
福
祉

第
四
木
曜
日
-
西
都
福
祉
の
各
福
祉
事
務
所

時
閥
は
、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
?
五
時

生
活
保
護
相
談
…
老
人
相
談
・
母
子
相
談
・
身
障
者
相
談
毎
日
午
前

九
時
～
午
後
五
時
(
土
曜
は
午
前
中
)

□
そ
の
他
の
主
な
相
談

身
近
な
相
談
ご
と
…
区
内
に
四
百
二
十
三
名
の
民
生
委
員
が
委
嘱
さ

れ
、
相
談
に
応
じ
た
り
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

教
育
相
談
(
子
ど
も
の
知
恵
遅
れ
、性
格
、学
業
、情
緒
障
害
、身
体

虚
弱
な
ど
)
・
・
・
毎
日
午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分
(
土
曜
日
は
午

前
中
)

教
育
相
談
窒

竹
の
塚
二
上

一
五
上

二

教
育
セ
ン
タ

ー
内

曾
(
五
〇
j
(
(

〇
一

赤
ち
ゃ
ん
の
相
談
(
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
)
・
=区
内

各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

児
童
相
談
(
子
ど
も
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
)
・
・
兎
童
相
談
所

台
東
区
松
ケ
谷
一
-
四
-

匸
一

管
(
四
一
〒

三
五
四
一

公
害
相
談
…
区
役
所
公
害
課

消
費
者
相
談
(
消
費
生
活
上
の
問
題
)
…
平
日
午
前
十
時～
午
後
四

時

土
曜
日

午
前
十
時
～
正
午

消
費
者
セ
ン
タ
ー

千
住
仲
町

三

啻
(
七
〇
―
匸
二
〇
一

中
小
企
業
相
談
(
中
小
企
業
の
経
営
・
技
術
改
善
な
ど
)
・
:
毎
日
午
前

十
時
～
午
後
四
時
(
土
曜
日
は
午
前
中
)
区
役
所
商
工
係

高
齢
者
職
業
相
談
(
五
十
五
歳
か
ら
六
十
五
歳
の
方
の
相
談
・
あ
っ
せ

ん
を
し
ま
す
)
・・・
浅
草
橋
高
齢
者
職
業
相
談
所

台
東
区
柳
檎
二
1

一
六
一

一
四

曾
(

六
六
-
七
九
七
〇

日
暮
里
高
齢
者
職
業
相
談

所

荒
川
区
東
日
暮
里
六
一

六
〇
一

七

管
(
〇
一
―
一
九
九
七

内
職
相
談
…
足
立
内
職
公
共
職
業
補
導
所
千
住
曙
町
三
九
-
七
啻

(
(
(
-

七
三
四
六

区
政
に
関
す
る
苦
情
…
ほ
役
所
五
階
広
報
課
広
聴
担
当
へ
。
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からだの
不自由な方へ

□心身障害者福祉手当

区で
は
、心身障害で
次に該

当する方に
、心身障害者福祉

手当をさし上げてい
ます
。ま

だ受給して
いない方は
。お早

めに手続きをして
ください
。

▽区内に住んで
いる方

▽膺二
十歳以
上の
方

▽
身障者手帳
}
!一級・
震の

手
帳
一
～
二
度
・
脳
性
マ
ヒ
・

進行性筋萎縮

痙の方
※施設に入所
、

老人褌祉手当を

受給の方は該当

しません
。

金額
　月六千円

申
請
に
必
要
な
も
の

▽印鑑・
障害者

本人の往民票

▽身障者手帳ま

たは愛の手帳

▽脳性マヒ
、進行性筋萎縮症

で手帳のない方は
、珍断一

▽障客者本人名儀の預金通帳
(

郵便局を除く
)

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い
る
方
へ
は
、
(
月
期
分
(
四
月
?
七

月
)を
(月二十五日ごろまで

に
、掬定の金融機関に振込み

ます
。
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
援
護
係

□医療費受給者証が

切替わります

現在
、交付中の図
心身障

害者医療費受給者証は
、
(月

三十一
日で有効期限が切れま

す
。新しい受給者証は
、対象

の方に
(月末日までに届くよ

う彎便でお送りします
。

この新しい受給者証の

有効期限は
。九月
】日か

ら来年の【
月三十
】日ま

でです
。
ただし
。次の方は受給

者証の交付を受けられま

せん
。

▽制限額以上の所褥のあ

る方
▽生活保護を受けている

方▽児童収容施設
、精神薄

弱者援護施設等
、健康

保険の自己負担分のない施

設に入所している方

▽社会保険本人の方

▽老人医療費助成制度の対象

者※対象者で未申蹐の方は至急

申請をしてください
。

申請・
問い合わせ先
　区役所

医療助成係

都民の日
カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ヂ

十月一
日は都民の日
。今年も

こ
れ
を記念して
、カ
'パの
バ
'

ヂを頒布中で
す
。

昨年にひ
き続いて小
鳥功氏の

デザインによる
、右のようなか

わいいカ
。パです
。ご希望の方

はどうぞ。

頒布価格
　単品・・・百円
五色七

ット・・・四百円

頒
布
場
所
　
区
役
所
五
階
広
報
課
、
区
第
二
庁
舎
管
理
係

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
広
報
課 消火器

格納箱の

一斉取りかえ

区では
。地震

や一
般の火災の

初期消火に役だ

つようにと
、六

年箭に消火器を

町会・
自治会に

一斉に配付しま

した
。

最近では
、この消火器
が
、初

期消火に・役立てら
れる例が多く

なってい
ます
。し
かし
、消火器

を格納して
いる箱で
、賓蝕して

いるもの
が多くなり
、管理の
う

えにも支障をきたすおそれかあ

ります
。そこで
、この

た
び格納
箱を町会・
自

治会の
ご協力
を得て
、

一
斉に新しい箱
(写真
)

と取りかえることにな

りました
。

区民の
皆さんも
、こ

の
機会
に「
自分の町の

消火器はどこ
にあるか
」また「消

火器の
使用
方法
」などを再
確認

して
、火災の
ときにすぐ使用で

きるようお心がけください
。

問い合わせは
、区役所防災踝

へ
どう
ぞ
。

16ミリ映写機
技術講習会

日時
　九月十三日
(火
)・十四

日
(水
)・十六日
(金
)・二

十日
(火
)・二十一日
(水
)

二十二日
(木
)

場所
　足立区青年館
(東武線大

師前駅下車
)

対象
　区内在住・
在勤の方で全

日程を受請可能な方

定員
　四十名
(ただし
、定員を

こえた場合は抽せん
)

受講料
　無料

申込方法
　往復
(ガキに
、住所

・
氏名・
生年月日・
職業
およ

ひ
団体名・
勤務先ま
たは
自宅

の
電晒
番号・
講習名
を記入の

うえ
、教育委員会文化係
(〒Ⅲ

千
住一
丁目五〇
)へ
お申込み

ください
。八月二十五日
(木
)

の
消印
まで
有効で
す
。

※電話受付はしませ
ん
。

余暇を有効に

利用しましよう

研究会・
成人学校など

成
人
学校

―
受
講
生
募
集
―

次の日程で成人学校を開講し

ます
。
期
間
　
九
月
十
三
日
～
十
一
月
二
十
九
日
の
毎
週
火
眼
日
(
延
べ
十
二

日間
)

時
間
　
午
後
六
時
～
(
時

会場
　教育センター
(竹の塚駅

東口下
車徒歩五分
)

科目・
定員
　生け花入門科・・・五

十名
版画入門科…三十名

対
象
　区内在住・
在勤の
成人

費用
　受請料は無料
。ただし
、

教材費は実費負担です
。

申込方法
　往復
(ガキに
、希望

科目・
住所・
氏名・生年月日

・
職業・
連絡先電話番号を記

入のうえ
、教育委員会文化係
(

千統一丁目
-五〇
)へ
。

申
込
締
切
　
八
月
二
十
五
日
の
消
印
ま
で
有
効
、
申
込
多
数
の
場
合
は

抽せん
。

問い合わせ先
　教育委員会文化

係研
究
会
古
文
書
学

習
と
足
立
の
交
通

日時
　九月九日
(金
)午後二時

場所
　区立中央図一
館大ホール

内容▽正徳年間の助郷文書
(解読
。

解脱
)講師
磯
周二氏

▽明治以降の足立の交通

講演
　羽田
栄太氏

小中
学校の教材研究として
、

とり
あげる
もので
す
が
、一
般区

民の方
も
、お気軽に
ご参加くだ

さい
。九月五日まで
に
、
(ガキ

で
お申込みください
。

申込・
問い合わせ
先
　区
立中央

図書館・
郷土賢料室
{〒
1
2
3

梅

田七丁目一
三
-
}　
(四〇

一
四
六四六
)

初心者の絵画
教
室

内
容
　油絵

日
時
　
九
月
二
十
二
日
～
一
月
一
百
の
毎
週
木
曜
日
(
延
十
五
日
)

午
後六時～
(時

場所
　教育センター

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
成
人
(
初
心
者
)

定員
　五十名

受講料
　無科
(教材費実費
)

申込方
法
　往復
(ガキに住所・

氏名・
年齢・
電話番号・
絵画

教室申込みと配入の
うえ
、
(

月二十四日まで
に
、教育セン

ター
(〒川
竹の
塚
二丁
目
二

五
-ニ
ー
　
(五〇
-
(
(
(
い

一
)へ
。

小学生の
天文クラブ

日
時
　
九
月
七
日
?
十
一
月
九
日
の
毎
週
水
皿
日
(
延
十
日
間
)

午
後
三
時
?
四
時
三
十
分

場所
　教育セン
ター

対象
　区内小
学四・
五・
六年生

定員
三
十名

受講料
　無料

申込受付
　
(月二
十二日か
ら
、

教育セン
ター
(竹の
塚二丁目

二五
―三
)で
。

同和問題の

理解のために

同
対
審
答
申
と
特
別
措
置
法
⑨

「柬咽的差別
」‘とは
、同
和

地区
住民の央態におらわれて

い
る差別のこ
とで
、きわだっ

て悪い生活環境・
住宅・
貧乏

なくらし・
不安定な職業・
教ヽ

育や文化
からの疎外な
どの緒

事実をさしています
。

とくに近代社会において
同

和地区住民は
、市民的権利で

ある自由と平等のうち
、職業

をえらぶ
自由
が侵され
、希望

するところに就職で
きて
いな

い
募実
がありま
す
。

歴
史をふり
かえって
み
て

も
、同和
地区
住民は
、・その
時

代
の
主たる産業の
生産過程か

らはずされ
、収入
が不
安
定

で
、賎業
とされる雑業にしか

つ
けなかったのです
。

◎
同
和
問
胆
に
関
す
る
、
問
い
合
　
わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当へ
。

B
B
S運動へ

ご参加を

青少年の非行は
、近年
、低年

齢少年を中心に増加し始めてい

ます
。最近の青少年の非行は
、

ごくあたり前とみ
られる家庭か

ら
も生まれ「スリル
」や「陶酔
S

」を求めて
の「遊ぴ型非行
」

も少なく
ありません
。

このような非行をした青少年

の立ち直りのために手をさしの

べている
青年運助が
B
B
Sで

す
。
B
B
S
とは
、ビッ
グ・
ブラ
ザ

ー
ズ・
アン
ドーシス
ターズ
<大

兄
姉
)という意味で
す
。

B
B
Sは保霞司と協力し
。非

行をした青少年の
友だちになっ

て
、一
対
】の交際の
うちにお互

いを理解し合い
、悩みの
解決
を

一
緒に考え
、その
立ち直りの
遭

を共に歩もうという「友達盾助
」

を中心に運助し
ます
。

さらにグループ活
動として
、

人と人とのつ
ながりを大切に
す

る温かい人間的
な社会
づくりの

ため
、防災訓
練・
(イキン
グ・

施設慰問等の
運助をすすめてい

ます
。

人を支え
、力
を貸して湿い人

間関係を隣人
と共有していこう

という
、友愛と
奉仕の
精神に
富

む十
(歳から三
十歳までの青少

年の
参加をお待
ちしています
。

B
B
S運動についての
お問い

合わせ
、入会
申込みは
、財団法

人清和会内
足
立区
B
B
S
会
事

務局
(本木二丁目一
五
-一
六

　
(
(七一
(三二二
)へ
。

ご家族で
話し合いを

毎月二十日は
、青少年健全育成

の日です
。

夏休みも終りに近づきました
。

家族みんなで
、新学期のことや
、

夏休みの反省などを話し合ってく

ださい
。

夏の疲れを
ほぐそう

区民保養所

あつい夏もそろそろ終りに近

づきましたが
、夏の疲れを讌河

原の讌で流してみませんか
。

区民保養所「あだち荘
」は
、

東京からわずか二時間余りの讌

河原温泉郷にあります
。

ご家族で
、あるいはお友達と

一
緒に出かけてみてはいかがで

しょうか
。利用方法はつきのと

おりです
。

料金
(一
泊二
食付
)

大
人
二
千
五
百
円
、
小
人
・
{
四
歳

以上小学生まで
)千

三百円
、ただし利用

日数は二泊三日まで

です
。

申込資格
区内に住んでいる方

か
、区内にお勤めに

なっている方
(ただ

し申込者全員につい

て
)

申込方法
毎月一旨から翌月一

か月分の受付
を開始し
、利用

しようと
する日の五日前まで

区
役所区民係
(本庁舎一
階
)

で受付しています
。

ただし
、日曜祝日は除き
、

土曜日は正午までで
す
。

▽十月利用分は
、九月一
日
(木
)

から受付します
。なお
、初日

の会場は
。区産業振興館
(区

役所となり
)で
す
。

▽
九月中の平日には
、まだ空い

ている日
があります
。ご希望

の方は
お早めに
。

▽『区民
保養所
』は皆さんの
保

養所で
す
。きまりをよく守っ

て
、大切にきれいに使いまし

ょう
。

問い合わせ先
　区役所区民係

老人健康診査を

受けましよう

九月一日から三十日までの期

間に
、六十五歳以上の方ならど

なたでも無料で受けられます
。

該当される方は
、お近くの指定

医療機関でお受けください
。

対象者
　六十五歳以上
(大正二

年四月一日以前出生の方
)の

骸当の方には
、
(月中に受診

票をお送りします
。

診
査
会
場
　
『
本
院
は
老
人
健
康
診
査
実
施
会
場
で
す
』
の
看
板
を
掲

げた医農機関
(佃人通知に医

療機関名が配職されて
いま

す
)

診
査
内
容
　
問
診
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・
血
色
素
検
査

持つていくもの
　受診禀・
保険

証・
⑥
⑧
医療証
(持っ

ている方
)

問合わせ先
　区役所保健予防係

安
売
り
デ
ー

豚
肉
…
…
二
十
七
日

黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る
肉
屋
さ
ん
で
ど
う
ぞ

掲示
板

■
福祉年金

支払期月が
変わります

今年度から
、福祉年金
(老

齢・
障害・
母子
)の支払い期

月
(今まで毎年一・
五・
九月

の六日
)が、盆暮に支払われ

るように改善され、次のよう

に変更になりました
。

第一回
　九月六日から

第二回
　十一月十一日から

第三回
　来年四月十一日か

ら第四回
　来年
(月十一日か

らなお、福祉年金証一
は
、
(

月下旬に受給者のお宅に届く

ようお送りします
。また
、来

年度の定時届は
、第四回の支

払いが行われる来年
(月十一

日から受付をすることになり

ます
。

問い合わせは
、区役所国民

年金課給付係へ
。

■
精
神
障
害
の
方
の
相
談

足
立
区
精
神
障
害
者
の
家
族
会
　
<
あ
し
な
み
会
)
で
は
、
毎
月
、

精神障害の方の
ための相岐
を

行なっていま
す
。八月は
、二

十
(日
(日
)に梅鳥会館
(梅

鳥三丁目一〒
五
)で行ない
ま

す
。入退
院・
社会
復帰・
就
職

・
結婚問題
など
、専門医師
や

保健所の
職員
を招いて相岐に

応じてい
ます
。お気軽におい

で
ください
。

問い
合わせ先
　あしなみ会
事

務所
　
(九〇一
三四
(一

■
理容学校生募集

資格
　都内居住者で
、中
学校

以上を卒業した方

募集人員
　昼
間都・・・五
十名

夜間部・
:七十名
通俳都・・・

二百名

受験科目
　昼・
夜間都・・出
語

●社会
●数学
通俳部・・・国

語・
社会

試験日
　九月四日
(日
)

試
験
場
所
　
東
京
都
理
容
学
校

受付期限
　九月一日
(木
)

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
　
東
京
都
理
容
学
校
(
千
代
田
区
西
神
田

一丁目三一
四
　二九三
-

九八七一
)

■工業用ミシン

縫製技能講習会

期
間
　
九
月
五
日
?
十
九
日
(
土
・
日
曜
を
除
く
十
日
間
)
の
午

前
十
時
?
午
後
三
時

場
所
　
足
立
内
職
公
共
職
業
補
導

所
受
講
料
　
無
料

定員
　十五名

申込
　
(月二十
九日
(午前九

時から
)に
住所を証明でき

るもの
をお持ちの
うえ「
お

いで
ください
。

申込・
問い合わせ先
　東京都

内職公共
職業
補導所
(千
住

曙町・一一九
1七
　
(
(
(
-

七三四
六
)

■
短
期
技
能
講
習
会

科目
　洋裁

期間
　
(月三十日～九月二十

日の火・
木柵日
午後六時

から
(時十五分

場所
　都立江戸川高等職業馴

練校
(江戸川区中央二丁目

三一―二七
)

定員
　四十五名

受講料
　
(百円

申込み
　
(月二十一百
!一十

六日に
、直接訓練校へ
。

問い合わせ先
　江戸川高等戰

業馴練校
向上・
再馴練係

　六五三
-一四四二

■
職
員
募
集

事務内容
　困民健康保険等の

診農報酬毒重支払関係事務

資格
　高校卒で二十三歳以下

の女子で珠算ができる方

待遇
　地方公穆貝に準ずる

応募
　
(月三十一日までに
I

歴一
(写真添付
)をお送り

ください
。

応
募
・
勤
務
先
　
東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
・
総
務
都

人
事
厚
生
課
(
〒
Ⅲ
新
宿
区
四
谷
三
丁
旦
一
了
一
　
三
五
五
ー

一六一一
)
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